
つなぐ力発揮　一致団結

かわしん  景況レポート
第18号

平成26年5月
（平成26年1月〜 3月期調査）



1.�調 査 の 目 的

2.�調 査 の 時 期
3.�調 査 の 内 容

4.�調 査 対 象
5.�業種別対象企業数

6.�調 査 方 法
7.�分 析 方 法

当金庫取引先の最近の景気動向の把握と取引先等に対する経営情報
の提供を目的に実施しています。
平成26年3月3日（月）～10日（月）
前期（平成25年10月～12月期）と比べた当期（平成26年1月～3月
期）の実績、当期と比べた来期（平成26年4月～6月期）の予想
特別調査　「消費税率引上げの影響と賃金・改定価格の動向」
当金庫お取引先企業  310社
製造業  71、卸売業  43、小売業  47、サービス業  44、
建設業  60、不動産業  45
聴き取りによる調査
この調査の分析はDI（Diffusion Index）を景気判断の指数として
用います。DIは（「増加」「上昇」「楽」）したと答えた企業割合か
ら（「減少」「下降」「苦」）したと答えた企業割合を差し引いた数
値のことです。この数値がプラスかマイナスか、そしてその大きさに
よって景況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
なお、「増加」には「やや増加」を「減少」には「やや減少」を含みま
す。「上昇」「下降」等も同様です。
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調査の
概 要

＊  今回の特別調査は「消費税率引上げの影響と賃金・改定価格の動向」と題しP３～４に皆
様からのアンケート結果を掲載させて頂いております。

＊ 東北みんなで応援しよう！！
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14年度の景気は
良くも悪くも輸出次第時流
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ＳＭＢＣ日興証券株式会社　金融経済調査部　シニアエコノミスト

2002年東京大学経済学部卒業。同年大阪ガスに入社、企画・営業・保安業務等に従事。2006年財務省へ
出向、大臣官房総合政策課所属（経済分析室、政策調整室）。経済・財政・エネルギー市場の分析・予測に従事、
在籍中の共著は『平成19年度版 図説日本の財政』（東洋経済新報社）等。2008年野村證券に入社、金融市
場調査部債券市場調査課所属。債券アナリスト兼エコノミストとして、経済・金融政策の分析・予測に従事。
2011年4月より現職。
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 13年度は内需主導型
　日本経済は足元で回復が続いている。実質GDP成長率は
2013年10-12月期まで5期連続のプラスとなった。14年1-3月期
も景気回復が持続すると見込まれ、13年度は+2％台の高成長が
期待できそうだ。今局面の景気回復の特徴は、内需の強さにある。
消費、住宅投資、設備投資といった民需が好調なほか、公共投
資も景気の下支え役となっている。デフレ状態からも脱却しつつ
あり、ここ1年で日本経済への楽観論も増えたように思われる。
　だが、足元の内需回復は、どちらかといえば政策の影響が強
く、必ずしも自律的なものではない。昨年は、アベノミクス「第
一の矢」（＝大胆な金融緩和）による株高で消費が刺激され、「第
二の矢」（＝機動的な財政政策）により公共投資が積み増しと
なった。また、消費増税を前にして、昨年秋頃から消費や住宅
投資に駆け込み需要が顕在化した。これら政策効果は14年度
に入れば剥落しやすく、内需縮小は避けられないであろう。景
気動向は良くも悪くも輸出次第となりやすい。

 世界経済回復・円安の割に、輸出は弱い
　その肝心の輸出は、内需好調の陰に隠れているが、実はかな
り弱い。13年の財輸出は、名目ベースでみると前年比+9.0％と
高い伸びで一見好調だが、これは円安により輸出物価が押し上
げられた影響が大きい。数量の概念に近い実質ベースでみると
前年比▲0.5％と、リーマンショック直後の09年以来4年ぶりに
減少しており、やや深刻な数字だ。特に、昨年後半に掛けて米
国経済が力強く回復しているにもかかわらず、足元で輸出数量
が低迷しているのが気掛かりだ。
　これまでは、世界経済（特に米国経済）が回復すれば、ある
いは円安が進行すれば、日本の輸出数量も回復するというのが
常識であった。だが、足元の弱さをみる限り、その常識が通じ
なくなっている、言い換えれば、構造変化が起きている可能性
があり、注意が必要だ。

 世界経済が回復しても輸出数量が伸びづらい理由
　世界経済が回復しても輸出数量が伸びづらくなっているとす
れば、それは、日本の輸出シェアが低下していることを意味す
る。確かに、主要国の輸出がリーマンショック以前の水準を超
えて拡大する中、日本の輸出は依然としてその水準に至ってい
ない。少なくとも11年まで日本の輸出シェアは低下傾向を辿って
きたが、直近でもその傾向が続いているとみられる。その一因
として、11年の東日本大震災が挙げられよう。震災後の供給制
約で一度失ったシェアを取り戻せていない可能性がある。また、
企業が日本の地震リスクを考慮し、生産・輸出拠点の海外への
分散化を図っている可能性もある。
　むろん、輸出シェアが低下しても、世界経済がそれ以上のペー
スで拡大していけば日本の輸出は増加が期待できるが、日本の
輸出の所得弾性値は落ちることになる。世界経済が回復する割
には、日本の輸出回復ペースが遅くなってしまう。

 円安が進行しても輸出が伸びづらい理由
　円安が進行すると、輸出数量が増えやすいというのが常識だ。
だがそれは、輸出企業の販売戦略次第だ。円安が生じると、輸
出企業にとって円ベースでの手取りが増える。その一部を原資
として、「円安還元」で現地の販売価格を引き下げれば、日本製
品の価格競争力が増し、輸出数量増に繋がりやすい。
　90年代までは、この「円安還元」が起きていたが、00年代
半ば頃から起きづらくなっている。これは、輸出品の高付加価
値化で値下げ競争を行わなくなったという理由が考えられる。
中国を始めとしたアジア新興国が「世界の工場」として台頭する
中、日本は簡易な工程 （最終製品組み立て等）を「世界の工場」
に移管し、その「世界の工場」向けに高付加価値の中間財・資 
本財を供給する役割を担うようになった。これらの財が売れる
かどうかは、値段というよりも、世界景気が回復するか否かが
重要なため、輸出企業としても安易に現地価格を値下げしなく
なっていると考えられる。

 「第三の矢」がカギ
　14年度は内需縮小が見込まれる中、もし輸出も弱いままであ
れば、低成長を覚悟せねばならない。これを回避するためのカ
ギは「第三の矢」（＝民間投資を喚起する成長戦略）であろう。
設備投資を刺激する施策として、コスト抑制（投資減税や金利
低下）に焦点が当たりがちだが、日本の設備投資がここ十数年
弱いのは、どちらかといえばコストというよりもベネフィットの
問題だ。
　製造業に対しては、日本に生産・輸出拠点を設ける上での魅
力度を高める必要がある。法人税の実効税率（表面税率）引
き下げや、規制緩和が求められよう。非製造業に対しては、日
本の内需が中長期的に拡大するとの期待を持たせる必要があ
る。そのためには、人口減少ペースを和らげ（もしくは増加さ
せ）、一人あたり所得（生産性）を向上させる施策が必要だ。ど
ちらも一朝一夕に成果が出る訳ではないので後回しになりがち
だが、真剣に推進する必要があろう。特に、人口減少対策とし
ては、まずは出生率の目標を明確に定め、官民がその実現に向
けて邁進する体制を整える必要がある。今の日本に必要なのは、
厳しい物価目標ではなく、出生率の目標だろう。
　日本の内需が拡大するとの見通しが高まれば、企業による生
産的投資が期待できる。生産的投資により、一人当たり生産性
が向上し、賃上げ余力を生むことになる。持続的な賃上げは、
民間消費も活性化させ、自律的な内需主導型経済を実現させ
ることができよう。
　実際には、このような好循環を生むのは至難の業だ。「第三の
矢」は既得権益層の抵抗が強く、なかなか実現しづらい。実現
が比較的容易な「第一の矢」や「第二の矢」への期待が高まり
やすいだろう。だが、この2本の矢に過剰に頼ると、金融市場を
歪め、とりわけ金利急騰を招くリスクがある点に注意が必要だ。
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「消費税率引上げの影響と賃金・改定価格の動向」特別
調査
特別
調査

選択項目 総計 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

1.全て反映（転嫁）できる 49 15.8% 7 9.9% 7 16.3% 10 21.3% 8 18.2% 7 11.3% 10 23.3%
2.一部の反映（転嫁）にとどまる 164 52.9% 42 59.2% 20 46.5% 22 46.8% 24 54.5% 31 50.0% 25 58.1%
3.まったく反映（転嫁）できない 25 8.1% 6 8.5% 4 9.8% 6 12.8% 4 9.1% 3 4.8% 2 4.7%
4.わからない 70 22.6% 16 22.5% 12 27.9% 9 19.1% 8 18.2% 19 30.6% 6 14.0%
無回答 2 0.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 3.2% 0 0.0%
合計 310 100.0% 71 100.0% 43 100.0% 47 100.0% 44 100.0% 62 100.0% 43 100.0%

●�「今年（2014年）4月からの消費税引き上げ（5→8％）について、貴社では、販売価格にどの程度反映
（転嫁）できると考えていますか。あてはまるものを、次の1～4の中から1つお答えください。」
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1.全て反映（転嫁）
できる

2.一部の反映（転嫁）に
とどまる

3.まったく反映（転嫁）
できない

4.わからない 無回答

15.8%
8.1%

52.9%

22.6%

0.6%

●「�今年（2014年）4月からの消費税引き上げ（5→8％）は、当面の貴社の売上に対し、どのような影響
を与えると見込まれますか。最もあてはまるものを、次の1～0の中から1つお答えください。」
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まで減少する

2.今年6月末ごろ
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無回答

14.5%
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5.来年（2015年）
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5.8%
15.5%

36.5%

0.0% 0.3%
8.むしろ
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10.3%
0.6%

9.わからない

9.3%

選択項目 総計 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

1.今年4月末ごろまで減少する 6 1.9% 0 0.0% 1 2.3% 3 6.4% 0 0.0% 1 1.6% 1 2.3%
2.今年6月末ごろまで減少する 45 14.5% 9 12.7% 7 16.3% 7 14.9% 5 11.4% 13 21.0% 4 9.3%
3.今年9月末ごろまで減少する 48 15.5% 6 8.5% 9 20.9% 7 14.9% 4 9.1% 8 12.9% 14 32.6%
4.今年12月末ごろまで減少する 16 5.2% 3 4.2% 3 7.0% 4 8.5% 2 4.5% 1 1.6% 3 7.0%
5.来年（2015年）以降も減少する 18 5.8% 4 5.6% 3 7.0% 5 10.6% 3 6.8% 1 1.6% 2 4.7%
6.どちらともいえない 113 36.5% 35 49.3% 10 23.3% 15 31.9% 17 38.6% 22 35.5% 14 32.6%
7.影響はない・変わらない 32 10.3% 7 9.9% 5 11.6% 1 2.1% 9 20.5% 6 9.7% 4 9.3%
8.むしろ増加する 2 0.6% 0 0.0% 1 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.6% 0 0.0%
9.わからない 29 9.3% 7 9.9% 4 9.3% 5 10.6% 4 9.1% 8 12.9% 1 2.3%
0.その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
無回答 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.6% 0 0.0%
合計 310 100.0% 71 100.0% 43 100.0% 47 100.0% 44 100.0% 60 100.0% 45 100.0%
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選択項目 総計 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

1.販売価格を全面的に引き上げる 39 8.4% 7 6.3% 5 7.5% 14 17.7% 3 5.3% 5 5.8% 5 7.7%
2.販売価格を個別品目・区分ごとに見直す 82 17.6% 20 17.9% 11 16.4% 17 21.5% 12 21.1% 14 16.3% 8 12.3%
3.新事業・分野への進出を検討する 10 2.1% 5 4.5% 1 1.5% 2 2.5% 0 0.0% 0 0.0% 2 3.1%
4.仕入価格の上昇を抑える 63 13.5% 15 13.4% 16 23.9% 8 10.1% 7 12.3% 10 11.6% 7 10.8%
5.新しい仕入先を検討する 20 4.3% 4 3.6% 0 0.0% 4 5.1% 2 3.6% 6 7.0% 4 6.2%
6.駆け込み需要の平準化につとめる 31 6.7% 6 5.4% 7 10.4% 5 6.3% 1 1.8% 5 5.8% 7 10.8%
7.いっそうの経費削減につとめる 117 25.1% 31 27.7% 11 16.4% 18 22.8% 19 33.3% 19 22.1% 19 29.2%
8.現状の業容を拡大する 22 4.7% 6 5.4% 6 9.0% 3 3.8% 1 1.8% 5 5.8% 1 1.5%
9.これまでと変わらない 78 16.7% 17 15.2% 10 14.9% 7 8.9% 12 21.1% 20 23.3% 12 18.5%
0.その他 1 0.2% 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
無回答 3 0.7% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.3% 0 0.0% 2 2.3% 0 0.0%
合計 466 100.0% 112 100.0% 67 100.0% 79 100.0% 57 100.0% 86 100.0% 65 100.0%

●「�今年（2014年）4月から消費税率引上げ（5→8％）後の収益を確保するために、貴社ではどのよう
な対策を考えていますか。あてはまるものを次の1～0の中から最大3つお答えください。」
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1.9% 2.9% 0.3%
14.5%

7.景気見通し
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5.5% 0.3%
無回答
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9.当面のところは
様子をみている

36.7%
引き上げた場合 引き上げていない場合

選択項目 総計 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

1.アベノミクスの流れを踏襲 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
2.従業員の処遇改善 6 1.9% 2 2.8% 2 4.7% 0 0.0% 0 0.0% 2 3.2% 0 0.0%
3.自社の業績改善を反映 6 1.9% 2 2.8% 0 0.0% 1 2.1% 0 0.0% 1 1.6% 2 4.7%
4.人手不足を背景とした賃金上昇 9 2.9% 0 0.0% 1 2.3% 0 0.0% 1 2.3% 3 4.8% 4 9.3%
5.その他 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.3%
6.自社の業績低迷 45 14.5% 15 21.1% 6 14.0% 10 21.3% 6 13.6% 4 6.5% 4 9.3%
7.景気見通しが不透明 109 35.0% 25 35.2% 15 34.9% 16 34.0% 16 36.4% 20 32.3% 17 39.5%
8.諸経費増で支払余力なし 17 5.5% 4 5.6% 2 4.7% 2 4.3% 4 9.1% 4 6.5% 1 2.3%
9.当面のところは様子をみている 11 36.7% 23 32.4% 16 37.2% 17 36.2% 17 38.6% 27 43.5% 14 32.6%
0.その他 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.3%
無回答 3 1.0% 0 0.0% 1 2.3% 1 2.1% 0 0.0% 1 1.6% 0 0.0%
合計 310 100.0% 71 100.0% 43 100.0% 47 100.0% 44 100.0% 60 100.0% 45 100.0%

●「�貴社では、アベノミクスの流れの中で、今春、賃金を引き上げましたか。引き上げた場合は、その理由について、最もあてはまるものを次の1～5
の中から1つお答えください。引き上げていない場合は、その理由について、最もあてはまるものを次の6～0の中から1つお答えください。」

0％

20％

40％

1.原材料価格
の上昇

2.仕入先値
上げ要請

3.人件費
上昇

4.円安傾向
の定着

6.競争激化
で改定困難

7.顧客・販売先に
受け入れられない

9.むしろ価格を
引き下げた

無回答0.その他

10.0%
2.3%5.5% 1.0%

5.その他
0.3%

30.6%

8.現状の
価格は適正

28.3%
18.0%

1.9% 0.3% 1.9%

改定した場合 改定していない場合

選択項目 総計 製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

1.原材料価格の上昇 31 10.0% 7 9.9% 6 14.0% 6 12.8% 3 6.8% 7 11.3% 2 4.7%
2.仕入先値上げ要請 17 5.5% 7 9.9% 1 2.3% 4 8.5% 1 2.3% 2 3.2% 2 4.7%
3.人件費上昇 7 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 5 8.1% 2 4.7%
4.円安傾向の定着 3 1.0% 1 1.4% 1 2.3% 1 2.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
5.その他 1 0.3% 0 0.0% 0 44.2% 0 0.0% 1 2.3% 0 0.0% 0 0.0%
6.競争激化で改定困難 95 30.6% 29 40.8% 11 25.6% 11 23.4% 10 22.7% 25 40.3% 9 20.9%
7.顧客・販売先に受け入れられない 56 18.0% 14 19.7% 11 25.6% 10 21.3% 10 22.7% 5 8.1% 6 14.0%
8.現状の価格は適正 88 28.3% 12 16.9% 12 27.9% 13 27.7% 18 40.9% 15 24.2% 18 41.9%
9.むしろ価格を引き下げた 6 1.9% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.1% 1 2.3% 2 3.2% 2 4.7%
0.その他 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.3% 0 0.0% 0 0.0%
無回答 6 1.9% 1 1.4% 1 2.3% 1 2.1% 0 0.0% 1 1.6% 2 4.7%
合計 310 100.0% 71 100.0% 43 100.0% 47 100.0% 44 100.0% 60 100.0% 45 100.0%

●「�最近（ここ1年）、貴社では、主な製品・商品・サービスの価格そのものを改定いたしましたか。改定（引上げ）した場合は、その理由について、最もあて
はまるものを次の1～5より1つお答えください。改定していない場合は、その理由について、最もあてはまるものを次の6～0より１つお答えください。」
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All industry

全 業 種

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

●業況
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

23.2% 56.8% 20.0%

22.9% 58.1% 19.0% 3.9
DI

3.2

▲14.613.5% 58.4% 28.1%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

業種構成
製造業製造業
22.9%

卸売業卸売業
13.9%

小売業小売業
15.2%

建設業建設業
19.4%

不動産業不動産業
14.5%

サービス業サービス業
14.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

25.8% 57.1% 17.1%

10.3% 60.6% 29.1%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
8.7

▲18.8

▲16.1

▲11.2

17.4% 49.1% 33.5%

6.8% 75.2% 18.0%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●売上額
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

34.2% 50.0% 15.8%

30.3% 51.0% 18.7%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
18.4

11.6

▲  9.0

3.6

22.3% 46.4% 31.3%

23.9% 55.8% 20.3%

○業況
　全業種の当期（1〜3月）の業況判断DIは3.2で、前期（10〜12月）の3.9と比べて▲0.7ポイントと好調感が縮小し、来期（4
〜6月）は▲14.6と悪化に転じると予想しています。
　業種別では、前期と比べサービス業、建設業、不動産業で良化し、製造業、卸売業、小売業で悪化の業況でした。

○売上
　売上額判断DIは、前期18.4から当期11.6と6.8ポイント減少し、増加幅が縮小しています。来期は3.6と更に増加幅が縮小を
予想しています。

○収益
　収益判断DIは、前期8.7から当期▲18.8と27.5ポイント減少し、増加から減少に転じています。来期は▲11.2と減少幅がs
縮小すると予想しています。

業況・売上・収益

0 20 40 60 80 100

楽
やや楽
変わらず

やや苦しい
苦しい

●資金繰り
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

8.4% 72.2% 19.4%

8.4% 72.2% 19.4%▲11.0
DI

▲11.0

▲11.26.5% 75.5% 17.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　資金繰り判断DIは、前期▲11.0から当期▲11.0と厳しさに
変化がなく、来期は▲11.2と0.2ポイント更に厳しさが増すと
予想しています。

資金繰り

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●設備
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

1.9% 90.9% 6.8%

1.5% 90.6% 7.9% ▲  6.4
DI

▲  4.9

▲  4.12.3% 90.9% 6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　設備状況判断DIは、前期▲6.4から当期▲4.9とやや不足
感が減少し、来期も▲4.1と不足感が更に減少すると予想し
ています。

設備
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Manufacturing industry

製 造 業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

25.3% 43.8% 30.9%

26.7% 47.9% 25.4%

21.4% 41.5% 37.1%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

1.3
DI

▲  5.6

▲15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●売上額
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

40.8% 39.4% 19.7%

32.4% 39.4% 28.2%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
21.1

4.2

7.0

▲  9.9

39.4% 28.2% 32.4%

21.1% 47.9% 31.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●受注残
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

19.7%

23.9%

26.7%

32.4% 47.9%

29.6% 46.5%

16.9% 56.4%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

12.7
DI

5.7

▲  9.8

▲  9.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

21.1%

29.5%

33.8% 45.1%

29.6% 40.9%

35.2%29.6% 35.2%

29.5%19.7% 50.8%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

12.7

0.1

▲  5.6

　製造業の当期（1〜3月）の業況判断DIは▲5.6で、前期（10〜12月）の1.3と比べて6.9ポイント悪化に転じています。来期
（4〜6月）は▲15.7と悪化が強まると予想しています。
　売上額判断DIは、前期21.1から当期4.2と増加幅が縮小しています。来期は▲9.9と悪化に転じると予想しています。受注残
判断DIは、前期12.7、当期5.7と増加幅が縮小の状況です。収益判断DIは、前期12.7から当期0.1と12.6ポイント増加幅が縮小
しています。また、来期は▲9.8と悪化に転じると予想しています。

業況・売上・受注・収益

上昇
やや上昇
変わらず

やや下降
下降

●原材料在庫
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

7.0% 87.4% 5.6%

7.1% 88.7% 4.2% 2.9
DI

1.4

4.27.0% 90.2% 2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽
やや楽
変わらず

やや苦しい
苦しい

●資金繰り
前期実績

（10月～12月期） ▲14.0
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

8.5% 69.0% 22.5%

▲14.08.5% 69.0% 22.5%

▲  8.49.9% 71.8% 18.3%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

在庫・資金繰り
　原材料在庫判断DIは、前期2.9から当期1.4と改善しています。来期は4.2と在庫過剰感が強まると予想しています。資金繰
り判断DIは、当期▲14.0から来期▲8.4と厳しさがやや和らぐと予想しています。

上昇
やや上昇
変わらず

やや下降
下降

●販売価格
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

1.4% 87.3% 11.3%

7.0% 85.9% 7.0% 0.0
DI

▲  9.9

5.710.0% 85.7% 4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上昇
やや上昇
変わらず

やや下降
下降

●原材料価格
前期実績

（10月～12月期） 29.6
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

31.0% 67.6% 1.4%

33.836.6% 60.6% 2.8%

29.632.4% 64.8% 2.8%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

　販売価格判断DIは、前期0.0から当期▲9.9と上昇から下降へと転じています。来期は5.7と上昇に転じると予想しています。
原材料価格判断DIは、前期29.6から当期33.8と4.2ポイント上昇し、上昇幅が拡大しています。来期は29.6と上昇幅が縮小す
ると予想しています。

販売価格・原材料価格
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製 造 業

●経営上の問題点
21.1%

売上の停滞
・減少

16.8%

利幅の
縮小

0.6% 0.0%1.2% 0.0%
代金回収
の悪化

生産能力
の不足

下請けの
確保難

人件費以外の
経費の増加

輸入製品との
競争の激化

大手企業と
の競争激化

1.2%

親企業による
選別の強化

人件費
の増加

4.3%

販売納入先から
の値下げ要請

原材
料高

15.5%

6.8% 6.8%

13.7%

同業者間の
競争の激化

1.2%

人手
不足

合理化
の不足

仕入先からの
値上げ要請

2.5% 2.5% 1.9% 1.9%

工場・機械の
狭小・老朽化

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

25.0%

20.0%

　1位は「売上の停滞・減少」（21.1％）で、2位は「利幅の縮小」（16.8％）、3位には「同業者間の競争の激化」（15.5％）が続い
ています。

経営上の問題点

●重点経営施策
27.4%

販路を
広げる

28.6%

経費を
削減する

5.7%

人材を
確保する

5.1%

情報力を
強化する

教育訓練を
強化する

5.7%

新製品・技術
を開発する

0.6%
特になし

0.6%
その他

0.6%
パート化
を図る

1.7%

労働条件を
改善する

4.0%

工場・機械を
増設・移転する

1.7%

提携先を
見つける

1.7% 1.1%
不採算部門を
整理・縮小する

不動産の有効
活用を図る

5.1% 4.6%

機械化を
促進する

0.0%

15.0%

10.0%

5.0%

20.0%

25.0%

30.0%

　当面の重点経営施策は、1位は「経費を削減する」（28.6％）で、2位は「販路を広げる」（27.4％）、3位には「新製品・技術を
開発する」「人材を確保する」（5.7％）の回答となっています。

当面の重点経営施策

　残業時間判断DIは、当期2.8から来期▲2.8と減少を予想しています。人手過不足感判断DIは、前期▲8.5から当期▲5.7と
不足感が減少しています。

残業・人手

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●残業
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

16.9% 69.0% 14.1%

18.3% 70.4% 11.3% 7.0
DI

2.8

▲  2.811.3% 74.6% 14.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●人手
前期実績

（10月～12月期） ▲  8.5
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

8.4% 74.7% 16.9%

▲  5.75.6% 83.1% 11.3%

▲  5.77.0% 80.3% 12.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●設備投資の実施と予定（リース・レンタルを含む）
16.7%

専業用土地
建物

13.1%

機械
設備の新・増設

1.2%

車両

3.0%

事務機器

11.3%

機械・設備の
更改

2.4%

実施しない
（予定なし）

2.4%

その他
0.0%

6.0%
4.0%
2.0%

8.0%
10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●設備
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

2.8% 85.9% 11.3%

1.4% 85.9% 12.7% ▲11.3
DI

▲  8.5

▲  5.74.2% 85.9% 9.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績
（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

借入予定
（4月～6月期）

35.2%

38.0%

28.2%

64.8%

62.0%

71.8%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●借入金 借入した 借入しない

　借入実施企業の割合は、当期38.0％から来期28.2％と減少予想となっています。設備状況判断DIは、当期▲8.5から来期
▲5.7と不足感は減少すると予想しています。

借入れ・設備
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Wholesale industry

卸 売 業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

23.3% 62.7% 14.0%

28.0% 60.4% 11.6%

9.3% 67.4% 23.3%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

16.4
DI

9.3

▲14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●売上額
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

23.3% 60.4% 16.3%

32.6% 48.8% 18.6%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
7.0

14.0

30.2

▲  4.5

48.8% 32.6%18.6%

18.7% 58.1% 23.2%

▲18.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

16.3%

25.6%

23.3% 60.4%

20.9% 53.5%

23.3%34.9% 41.8%

25.6%7.0% 67.4%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

7.0

▲  4.7

11.6

繊維品卸売業
（衣服・身の
まわり品を除く）

衣服・身の
まわり品
卸売業

農畜産物・
水産物
卸売業

食料・飲料
卸売業

医薬品
・化粧品
卸売業

化学製品
卸売業

鉱物金属
材料・燃料
卸売業

機械器具
卸売業

建築材料
卸売業

再生資源
卸売業

紙・紙製品
卸売業

その他の
卸売業

スポーツ用品
・娯楽用品
・がん具卸売業

業種構成

0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%

4.7% 7.0%
2.3%

9.3%

25.6%

16.3%

2.3% 2.3% 4.7% 2.3% 2.3%

9.3% 11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

23.3% 62.7% 14.0%

28.0% 60.4% 11.6%

9.3% 67.4% 23.3%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

16.4
DI

9.3

▲14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●売上額
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

23.3% 60.4% 16.3%

32.6% 48.8% 18.6%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
7.0

14.0

30.2

▲  4.5

48.8% 32.6%18.6%

18.7% 58.1% 23.2%

▲18.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

16.3%

25.6%

23.3% 60.4%

20.9% 53.5%

23.3%34.9% 41.8%

25.6%7.0% 67.4%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

7.0

▲  4.7

11.6

繊維品卸売業
（衣服・身の
まわり品を除く）

衣服・身の
まわり品
卸売業

農畜産物・
水産物
卸売業

食料・飲料
卸売業

医薬品
・化粧品
卸売業

化学製品
卸売業

鉱物金属
材料・燃料
卸売業

機械器具
卸売業

建築材料
卸売業

再生資源
卸売業

紙・紙製品
卸売業

その他の
卸売業

スポーツ用品
・娯楽用品
・がん具卸売業

業種構成

0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%

4.7% 7.0%
2.3%

9.3%

25.6%

16.3%

2.3% 2.3% 4.7% 2.3% 2.3%

9.3% 11.6%

　卸売業の当期（1〜3月）の業況判断DIは9.3で、前期（10〜12月）の16.4と比べて7.1ポイント好調感が後退しています。来期
（4〜6月）は▲14.0と悪化に転じると予想しています。
　売上額判断DIは、前期7.0から当期14.0と増加幅が拡大しています。来期は▲4.5と増加から減少に転じると予想していま
す。収益判断DIは、前期▲7.0から当期▲4.7と2.3ポイント改善しています。また、来期は▲18.6と収益の減少幅の拡大を予想
しています。

業況・売上・収益

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●販売価格
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

11.6% 86.1% 2.3%

14.0% 81.4% 4.6% 9.4
DI

9.3

6.911.6% 83.7% 4.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●仕入価格
前期実績

（10月～12月期） 30.2
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

30.2% 69.8% 0.0%

16.318.6% 79.1% 2.3%

16.320.9% 74.5% 4.6%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

　販売価格判断DIは、前期9.4から当期9.3と販売価格は上昇が弱まり傾向を見せています。仕入価格判断DIは、前期30.2か
ら当期16.3と仕入価格の上昇幅が縮小しています。

販売価格・仕入価格
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卸 売 業

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●在庫
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

9.3% 86.0% 4.7%

11.6% 83.7% 4.7% 6.9
DI

4.6

0.04.7% 90.6% 4.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽
やや楽
変わらず

やや苦しい
苦しい

●資金繰り
前期実績

（10月～12月期） ▲18.6
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

9.3% 62.8% 27.9%

▲16.39.3% 65.1% 25.6%

▲25.54.7% 65.1% 30.2%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

　在庫判断DIは、前期6.9から当期4.6と在庫過剰が改善しています。資金繰り判断DIは、前期▲18.6から当期▲16.3と厳し
さがやや改善しています。

在庫・資金繰り

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●残業
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

9.3% 86.1% 4.6%

18.6% 76.8% 4.6% 14.0
DI

4.7

▲  2.34.7% 88.3% 7.0%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●人手
前期実績

（10月～12月期） ▲14.0
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

0.0% 86.0% 14.0%

▲18.60.0% 81.4% 18.6%

▲18.60.0% 81.4% 18.6%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

　残業時間判断DIは、当期4.7から来期▲2.3と減少と予想しています。人手過不足感判断DIは、前期▲14.0から当期▲18.6
と不足感が増加しております。

残業・人手

●設備投資の実施と予定（リース・レンタルを含む）
16.7%

専業用土地
建物

13.1%

機械
設備の新・増設

1.2%

車両

3.0%

事務機器

11.3%

機械・設備の
更改

2.4%

実施しない
（予定なし）

2.4%

その他
0.0%

6.0%
4.0%
2.0%

8.0%
10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●設備
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

0.0% 100% 0.0%

2.3% 95.4% 2.3% 0.0
DI

0.0

0.00.0% 100% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績
（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

借入予定
（4月～6月期）

34.9%

39.5%

25.6%

65.1%

60.5%

74.4%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●借入金 借入した 借入しない

　借入実施企業の割合は、当期39.5％から来期25.6％と減少するとの予想となっています。設備状況判断DIは、当期0.0か
ら来期0.0と適正と予想しています。

借入れ・設備

●重点経営施策

25.6%

経費を
削減する

33.7%

販路を
広げる

10.5%

人材を
確保する

10.5%

情報力を
強化する

教育訓練
を強化する

パート化
を図る

1.2% 1.2% 1.2% 1.2% 1.2%

新しい事業
を始める

2.3%

提携先を
見つける

1.2%

機械化を
推進する

7.0%

品揃えを
充実する

取引先を
支援する

流通経路の
見直しをする

0.0%

5.0%

35.0%

25.0%

30.0%

20.0%

15.0%

10.0%

●経営上の問題点

16.5%

売上の
停滞・減少

利幅の
縮小

仕入先からの
値上げ要請

19.6%

同業者間の
競争の激化

12.4%

人件費
の増加

14.4%

人手
不足

1.0%1.0%1.0%1.0%

販売
商品の
不足

輸入商品
との競争の
激化

流通経路の
変化による
競争の激化

4.1%
3.1%2.1%2.1%2.1%

小口注文・
多頻度配送
の増加

5.2%

取引先
の減少

合理化
の不足

人件費
以外の
経費の増加

6.2%

販売納入
先からの
値下げ要請

店舗の
狭小・
老朽化

0.0%

5.0%

25.0%

20.0%

15.0%

10.0%

　1位は「同業者間の競争の激化」（19.6％）で、2位は「利幅の
縮小」（16.5％）、3位には「売上の停滞・減少」（14.4％）が続い
ています。

　1位は「販路を広げる」（33.7％）で、2位は「経費を削減す
る」（25.6％）、3位には「情報力を強化する」（10.5％）、同3
位には「人材を確保する」（10.5％）の回答となっています。

経営上の問題点 当面の重点経営施策
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Retail business

小 売 業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

8.5% 59.6% 31.9%

10.6% 57.5% 31.9%

2.1% 51.1% 46.8%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

▲21.3
DI

▲23.4

▲44.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●売上額
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

21.3% 51.1% 27.6%

14.9% 59.5% 25.6%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
▲  6.3

▲10.7

▲21.4

▲38.2

10.6% 57.4% 32.0%

4.3% 53.2% 42.5%

▲38.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

29.8%

25.5%

12.8% 57.4%

12.8% 61.7%

29.8%6.4% 63.8%

42.6%4.3%53.1%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

▲17.0

▲12.7

▲23.4

0% 20%10% 30% 50%40% 90%60% 80%70% 100%

駅周辺商店街 住宅地隣接商店街 その他

業種構成

お店の立地地域

飲食料品
小売業

自動車・
自転車
小売業

家庭用機械・
機械器具
小売業

飲食店 医薬品・
化粧品
小売業

燃料
小売業

木材・
建築材料
小売業

0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%

30.0%
25.0%

12.5%

25.0%

8.9%12.5%
1.8% 1.8%

スポーツ用品・
がん具・楽器・
娯楽用品
小売業

1.8%1.8%1.8%
その他の
小売業

14.3%

織物・衣服・
身のまわり品
小売業

29.8% 38.3% 29.8%

団地内商店街

2.1%

上昇
やや上昇
変わらず

やや下降
下降

●販売価格
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

4.3% 87.2% 8.5%

14.9% 76.6% 8.5% 6.4
DI

▲  4.2

0.112.8% 74.5% 12.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上昇
やや上昇
変わらず

やや下降
下降

●仕入価格
前期実績

（10月～12月期） 19.2
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

29.8% 59.6% 10.6%

14.921.3% 72.3% 6.4%

31.938.3% 55.3% 6.4%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

8.5% 59.6% 31.9%

10.6% 57.5% 31.9%

2.1% 51.1% 46.8%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

▲21.3
DI

▲23.4

▲44.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●売上額
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

21.3% 51.1% 27.6%

14.9% 59.5% 25.6%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
▲  6.3

▲10.7

▲21.4

▲38.2

10.6% 57.4% 32.0%

4.3% 53.2% 42.5%

▲38.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

29.8%

25.5%

12.8% 57.4%

12.8% 61.7%

29.8%6.4% 63.8%

42.6%4.3%53.1%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

▲17.0

▲12.7

▲23.4

0% 20%10% 30% 50%40% 90%60% 80%70% 100%

駅周辺商店街 住宅地隣接商店街 その他

業種構成

お店の立地地域

飲食料品
小売業

自動車・
自転車
小売業

家庭用機械・
機械器具
小売業

飲食店 医薬品・
化粧品
小売業

燃料
小売業

木材・
建築材料
小売業

0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%

30.0%
25.0%

12.5%

25.0%

8.9%12.5%
1.8% 1.8%

スポーツ用品・
がん具・楽器・
娯楽用品
小売業

1.8%1.8%1.8%
その他の
小売業

14.3%

織物・衣服・
身のまわり品
小売業

29.8% 38.3% 29.8%

団地内商店街

2.1%
　小売業の当期（1〜3月）の業況判断DIは▲23.4で、前期（10〜12月）▲21.3と比べて悪化幅が拡大しています。来期（4
〜6月）は▲44.7と悪化幅の更なる拡大を予想しています。売上額判断DIは、前期▲6.3から当期▲10.7と減少幅が拡大し
ています。来期は▲38.2と減少幅の更なる拡大を予想しています。収益判断DIは、前期▲17.0から当期▲12.7と改善してい
ます。また、来期は▲38.3と収益の減少を強めると予想しています。

業況・売上・収益

　販売価格判断DIは、前期6.4当期は▲4.2と上昇から下降へと転じています。仕入価格判断DIは、当期14.9から来期31.9と
上昇傾向を強めると予想しています。

販売価格・仕入価格
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小 売 業

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●在庫
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

10.6% 87.3% 2.1%

12.8% 80.8% 6.4% 6.4
DI

8.5

2.24.3% 93.6% 2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽
やや楽
変わらず

やや苦しい
苦しい

●資金繰り
前期実績

（10月～12月期） ▲29.8
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

0.0% 70.2% 29.8%

▲25.50.0% 74.5% 25.5%

▲23.40.0% 76.6% 23.4%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

　在庫判断DIは、当期8.5から来期2.2と過剰感が改善すると予想しています。
　資金繰り判断DIは、当期▲25.5から来期▲23.4とやや厳しさが和らぐと予想しています。

在庫・資金繰り

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●残業時間
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

2.1% 91.5% 6.4%

6.4% 87.2% 6.4% 0.0
DI

▲  4.3

▲  8.62.1% 87.2% 10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●人手
前期実績

（10月～12月期） ▲  4.2
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

6.4% 83.0% 10.6%

0.06.4% 87.2% 6.4%

▲  2.16.4% 85.1% 8.5%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

　残業時間判断DIは、当期▲4.3から来期▲8.6と減少を予想しています。人手過不足感判断DIは、当期0.0から来期は▲2.1
とやや不足を予想しています。

残業・人手

●設備投資の実施と予定（リース・レンタルを含む）
16.7%

専業用土地
建物

13.1%

機械
設備の新・増設

1.2%

車両

3.0%

事務機器

11.3%

機械・設備の
更改

2.4%

実施しない
（予定なし）

2.4%

その他
0.0%

6.0%
4.0%
2.0%

8.0%
10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●設備
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

4.3% 93.6% 2.1%

4.3% 91.4% 4.3% 0.0
DI

2.2

0.04.3% 91.4% 4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績
（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

借入予定
（4月～6月期）

25.5%

14.9%

14.9%

74.5%

85.1%

85.1%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●借入金 借入した 借入しない

　借入実施企業の割合は、当期14.9％から来期14.9％と横這い予想となっています。設備状況判断DIは、当期2.2から来期0.0と
やや過剰から適正と予想しています。

借入れ・設備

●重点経営施策

18.6%

宣伝・広告
を強化する

品揃えを
改善する

28.4%

経費を
削減する

14.7%

4.9%3.9%2.0%

営業時間
を延長する

2.0%

不動産の有
効活用を図る

人材を
確保する

5.9%
9.8%

仕入先を開
拓・選別する

5.9%

商店街事業
を活性化させる

店舗・設備
を改装する

売れ筋商品
を取り扱う

1.0%

教育訓練
を強化する

1.0%

パート化
を図る

1.0%

新しい事業
を始める

0.0%

5.0%

10.0%

30.0%

25.0%

20.0%

15.0%

●経営上の問題点

13.6%

同業者間の
競争の激化

26.4%

売上の停
滞・減少

12.5%

利幅の
縮小

4.6%

天候の
不順

3.6%

仕入先からの
値上げ要請

2.7%

人手
不足

1.6%

大型店との
競争の激化

0.9%

取扱商品
の陳腐化

0.9%

販売納入先から
の値下げ要請

0.9%

人件費
の増加

0.9%

商圏人口
の減少

0.9%

地場産業
の衰退

5.5%

取引先
の減少

7.3%

商店街の集
客力の低下

0.0%

5.0%

30.0%

25.0%

20.0%

15.0%

10.0%

　1位は「売上の停滞・減少」（26.4％）で、2位は「同業
者間の競争の激化」（13.6％）、3位には「利幅の縮小」

（12.5％）が続いています。

　1位は「経費を削減する」（28.4％）で、2位は「宣伝広
告を強化する」（18.6％）、3位には「品揃えを改善する」

（14.7％）の回答となっています。

経営上の問題点 当面の重点経営施策
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Service industry

サ ー ビ ス 業

　サービス業の当期（1〜3月）の業況判断DIは▲6.8で、前期（10〜12月）の▲13.7と比べて悪化幅が縮小しています。来期
（4〜6月）は▲16.0と悪化幅が拡大することを予想しています。
　売上額判断DIは、前期4.5から当期2.3と増加幅が縮小しています。来期は▲13.6と増加から減少に転じると予想してい
ます。収益判断DIは、前期▲6.9から当期0.0と増加基調が一服となっています。また、来期は▲18.2と増加から減少に転じ
ると予想しています。

業況・売上・収益

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

18.2% 56.8% 25.0%

13.6% 59.1% 27.3%

4.5% 76.0% 20.5%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

▲13.7
DI

▲  6.8

▲16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●売上額
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

22.7% 59.1% 18.2%

18.2% 65.9% 15.9%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
4.5

2.3

▲  4.5

▲13.6

20.5% 54.5% 25.0%

9.1% 68.2% 22.7%

▲18.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

20.5%

15.9%

13.6% 65.9%

15.9% 68.2%

29.5%13.6% 56.9%

25.0%6.8% 68.2%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

▲  6.9

0.0

▲15.9

　料金価格判断DIは、当期▲4.5から来期2.3と価格は上昇に転じると予想しています。材料価格判断DIは、当期18.2から来
期は18.2と横這いと予想しています。

料金価格・材料価格

上昇
やや上昇
変わらず

やや下降
下降

●料金
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

0.0% 95.5% 4.5%

0.0% 95.5% 4.5% ▲  4.5
DI

▲  4.5

2.39.1% 84.1% 6.8%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

上昇
やや上昇
変わらず

やや下降
下降

●材料価格
前期実績

（10月～12月期） 25.0
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

25.0% 75.0% 0.0%

18.218.2% 81.8% 0.0%

18.218.2% 81.8% 0.0%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

　資金繰り判断DIは、前期▲9.2から当期▲6.9とやや厳し
さが和らいでいます。

資金繰り

楽
やや楽
変わらず

やや苦しい
苦しい

●資金繰り
前期実績

（10月～12月期） ▲  9.2
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

4.5% 81.8% 13.7%

▲  6.94.5% 84.1% 11.4%

▲  9.24.5% 81.8% 13.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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サ ー ビ ス 業

●設備投資の実施と予定（リース・レンタルを含む）
16.7%

専業用土地
建物

13.1%

機械
設備の新・増設

1.2%

車両

3.0%

事務機器

11.3%

機械・設備の
更改

2.4%

実施しない
（予定なし）

2.4%

その他
0.0%

6.0%
4.0%
2.0%

8.0%
10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●設備状況
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

0.0% 90.9% 9.1%

0.0% 90.9% 9.1% ▲  9.1
DI

▲  9.1

▲  9.10.0% 90.9% 9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前期実績
（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

借入予定
（4月～6月期）

18.2%

18.2%

13.6%

81.8%

81.8%

86.4%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●借入金 借入した 借入しない

　借入実施企業の割合は、当期18.2％から来期13.6％と減少予想となっています。設備状況判断DIは、前期▲9.1から当期▲
9.1と不足感は横這いとなっています。

借入れ・設備

●経営上の問題点

15.2% 14.1%

売上の
停滞・減少

28.3%

同業者間の
競争の激化

4.3%

店舗・設備の
狭小・老朽化

利幅の
縮小

8.7%

材料価格
の上昇

料金の
値下げ要請

地価の
高騰

1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1%
合理化
の不足

取扱業務
の陳腐化

天候の
不順

3.3%

大手企業との
競争激化

3.3% 3.3% 2.2%

人件費以外の
経費の増加

2.2%

商圏人口
の減少

4.2%4.3%

取引先
の減少

人手
不足

問題なしその他地場産業
の衰退

0.0%

5.0%

30.0%

25.0%

20.0%

15.0%

10.0%

　1位は「同業者間の競争の激化」（28.3％）で、2位は「売上の停滞・減少」（15.2％）、3位には「材料価格の上昇」（14.1％）が続い
ています。

経営上の問題点

●重点経営施策

16.1%

販路を
広げる

34.5%

経費を
削減する

教育訓練を
強化する

16.1%

宣伝・広告を
強化する

2.3%

特になし

3.4%4.6%

技術力を
強化する

6.9%

店舗・設備を
改装する

8.0% 5.7%

提携先を
見つける

人材を
確保する

1.1%
不動産の有効
活用を図る

1.1%
パート化を
図る

0.0%
5.0%

40.0%
35.0%
30.0%
25.0%
20.0%
15.0%
10.0%

　1位は「経費を削減する」（34.5％）で、2位は「販路を広げる」（16.1％）、同2位には「宣伝・広告を強化する」（16.1％）の回答
となっています。

当面の重点経営施策

　残業時間判断DIは、当期▲2.3から来期0.0とやや減少から適正と予想しています。人手過不足感判断DIは、当期▲9.0から
来期▲4.5と人手不足がやや改善されると予想しています。

残業・人手

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●残業時間
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

0.0% 97.7% 2.3%

9.1% 86.4% 4.5% 4.6
DI

▲  2.3

0.02.3% 95.4% 2.3%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽
やや楽
変わらず

やや苦しい
苦しい

●人手
前期実績

（10月～12月期） ▲11.4
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

0.0% 88.6% 11.4%

▲  9.02.3% 86.4% 11.3%

▲  4.54.5% 86.5% 9.0%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Construction industry

建 設 業

　建設業の当期（1〜3月）の業況判断DIは28.3で、前期（10〜12月）の25.0と比べて良化しています。来期（4〜6月）は▲
0.1と悪化に転じることを予想しています。
　売上額判断DIは、前期48.4から当期39.9と増加幅が縮小しています。来期は▲25.0と増加から減少に転じると予想して
います。受注残判断DIは、前期36.7から当期33.3と3.4ポイント増加幅が縮小しています。来期は▲21.7と増加から減少に
転じると予想しています。施工高判断DIは、前期30.0から当期38.3で増加の状況です。来期は▲11.7と増加から減少に転じ
ると予想しています。収益判断DIは、前期26.7から当期28.3と良化しています。また、来期は▲16.6と良化から悪化に転じ
ると予想しています。

　請負価格判断DIは、当期11.7から来期5.0と価格は上昇幅が縮小すると予想しています。材料価格判断DIは、当期43.3から
来期31.6と価格の上昇幅が縮小すると予想しています。

業況・売上・受注・施工・収益

請負価格・材料価格

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

35.0% 58.3% 6.7%

26.7% 71.6% 1.7%

18.3% 63.3% 18.4%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

25.0
DI

28.3

▲  0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●売上額
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

51.7% 45.0% 3.3%

46.6% 46.7% 6.7%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
48.4

39.9

46.7

▲▲25.0

51.7% 43.3% 5.0%

15.0% 45.0% 40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●受注残
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

3.3%

5.0%

38.4%

40.0% 56.7%

38.3% 56.7%

16.7% 44.9%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

36.7
DI

33.3

▲21.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●施工高
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

3.3%

1.7%

28.4%

33.3% 63.4%

40.0% 58.3%

16.7% 54.9%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

30.0
DI

38.3

▲11.7

▲16.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

5.0%

5.0%

31.7% 63.3%

33.3% 61.7%

13.3%40.0% 46.7%

30.0%13.4% 56.6%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

26.7

28.3

26.7

上昇
やや上昇
変わらず

やや下降
下降

●請負価格
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

16.7% 78.3% 5.0%

28.3% 68.4% 3.3% 25.0
DI

11.7

5.010.0% 85.0% 5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上昇
やや上昇
変わらず

やや下降
下降

●材料価格
前期実績

（10月～12月期） 43.3
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

43.3% 56.7% 0.0%

43.343.3% 56.7% 0.0%

31.633.3% 65.0% 1.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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建 設 業

●重点経営施策

0.0%

10.0%

5.0%

15.0%

25.0%

20.0%

30.0%

経費を
削減する

25.0%

教育訓練
を強化する

技術力を
高める

情報力を
強化する

12.5%

パート化
を図る

不動産の有効
活用を図る

4.4%3.7%2.2% 0.7%

その他
0.7%0.7%0.7%

販路を
広げる

18.4%

労働条件
を改善する

特になし 新しい事業
を始める

0.7%

新しい工法
を導入する

11.1%

人材を
確保する

19.2%

20.0%
18.0%
16.0%
14.0%
12.0%
10.0%
8.0%
6.0%
4.0%
2.0%
0.0%

●経営上の問題点

合理化
の不足

駐車場・資材
置場の確保難

10.5%

人手
不足

18.7%

3.0% 1.5% 1.5% 0.7% 0.7% 0.7% 0.7%

人件費以外の
経費の増加

代金回収
の悪化

地場産業
の衰退

5.2%

13.5%

下請の
確保難

9.7%

売上の
停滞・減少

14.2%

同業者間の
競争の激化

利幅の
縮小

材料価格
の上昇

17.9%

技術力
の不足

大手企業と
の競争激化

天候の
不順

　1位は「人手不足」（18.7％）で、2位は「同業者間の競争
の激化」（17.9％）、3位には「利幅の縮小」（14.2％）が続い
ています。

　1位は「経費を削減する」（25.0％）で、2位は「人材を確
保する」（19.2％）、3位には「販路を広げる」（18.4％）の回
答となっています。

経営上の問題点 当面の重点経営施策

　在庫判断DIは、当期▲3.4から来期1.7と在庫過多に転じると予想しています。資金繰り判断DIは、前期0.0から当期▲6.7と
厳しい状況に転じています。

在庫・資金繰り

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●在庫
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

3.3% 90.0% 6.7%

8.3% 85.0% 6.7% 1.6
DI

▲  3.4

1.76.7% 88.3% 5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽
やや楽
変わらず

やや苦しい
苦しい

●資金繰り
前期実績

（10月～12月期） 0.0
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

16.7% 66.6% 16.7%

▲  6.710.0% 73.3% 16.7%

▲  6.710.0% 73.3% 16.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

　残業時間判断DIは、当期20.0から来期▲3.3と増加から減少に転じると予想しています。人手過不足感判断DIは、
前期▲33.3から当期▲31.7と不足感がやや改善しています。

残業・人手

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●残業
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

26.7% 66.6% 6.7%

16.7% 78.3% 5.0% 11.7
DI

20.0

▲  3.310.0% 76.7% 13.3%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●人手
前期実績

（10月～12月期） ▲33.3
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

1.7% 63.3% 35.0%

▲31.75.0% 58.3% 36.7%

▲18.36.7% 68.3% 25.0%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

　借入実施企業の割合は、当期40.0％から来期28.3％と減少予想となっています。設備状況判断DIは、当期▲6.7から来期▲4.9
と不足感が減少と予想しています。

借入れ・設備

●設備投資の実施と予定（リース・レンタルを含む）
16.7%

専業用土地
建物

13.1%

機械
設備の新・増設

1.2%

車両

3.0%

事務機器

11.3%

機械・設備の
更改

2.4%

実施しない
（予定なし）

2.4%

その他
0.0%

6.0%
4.0%
2.0%

8.0%
10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

借入予定
（4月～6月期）

46.7%

40.0%

28.3%

53.3%

60.0%

71.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●借入金 借入した 借入しない

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●設備
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

1.7% 89.9% 8.4%

0.0% 91.6% 8.4% ▲  8.4
DI

▲  6.7

▲  4.91.7% 91.7% 6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Real estate industry

不 動 産 業

　在庫判断DIは、当期8.9から来期▲4.5と過剰から品薄へと転じることを予想しています。資金繰り判断DIは、前期0.0から当
期▲4.5と厳しい状況に転じています。

在庫・資金繰り

　不動産業の当期（1〜3月）の業況判断DIは15.5で、前期（10〜12月）の11.1と比べて良化しています。来期（4〜6月）は▲31.2と
悪化に転じると予想しています。
　売上額判断DIは、前期17.8から当期15.5と増加幅が縮小するとなっています。来期は▲31.2と増加から減少に転じると予想し
ています。収益判断DIについては、前期22.2から当期13.4と増加幅が縮小するとなっています。また、来期は▲31.1と増加から減
少に転じると予想しています。

　販売価格判断DIは、当期0.0から来期▲6.7と下降に転じると予想しています。仕入価格判断DIは、当期26.7から来期13.3と
上昇幅縮小を予想しています。

業況・売上・収益

販売価格・仕入価格

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

24.4% 66.7% 8.9%

28.9% 53.3% 17.8%

2.2% 64.4% 33.4%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

11.1
DI

15.5

▲31.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●売上額
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

31.1% 55.6% 13.3%

31.1% 53.3% 15.6%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
17.8

15.5

6.7

▲31.2

26.7% 53.3% 20.0%

4.4% 60.0% 35.6%

▲31.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（4月～6月期）

11.1%

13.3%

33.3% 55.6%

26.7% 60.0%

4.4%11.1% 84.5%

33.3%2.2% 64.5%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

22.2

13.4

6.7

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●在庫価格
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

13.3% 82.3% 4.4%

4.4% 84.5% 11.1%▲  6.7
DI

8.9

▲  4.52.2% 91.1% 6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽
やや楽
変わらず

やや苦しい
苦しい

●資金繰り
前期実績

（10月～12月期） 0.0
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

6.5% 86.7% 6.5%

▲  4.52.2% 91.1% 6.7%

2.36.7% 88.9% 4.4%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●販売価格
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

8.9% 82.2% 8.9%

4.4% 91.2% 4.4% 0.0
DI

0.0

▲  6.72.2% 88.9% 8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●仕入価格
前期実績

（10月～12月期） 17.8
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

17.8% 82.2% 0.0%

26.726.7% 73.3% 0.0%

13.313.3% 86.7% 0.0%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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不 動 産 業

　残業時間判断DIは、前期11.2から当期6.7と増加幅減少となっています。人手過不足感判断DIは、前期▲11.2から当期▲11.1と
不足感が横這いとなっています。

残業・人手

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

●残業
前期実績

（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

11.1% 84.5% 4.4%

17.8% 75.6% 6.6% 11.2
DI

6.7

▲  8.92.2% 86.7% 11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●人手
前期実績

（10月～12月期） ▲11.2
DI

当期実績
（1月～3月期）

来期予想
（4月～6月期）

4.4% 80.0% 15.6%

▲11.12.2% 84.5% 13.3%

▲  2.34.4% 88.9% 6.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

　借入実施企業の割合は、当期33.3％から来期は35.6％と増加予想となっています。

借入れ

前期実績
（10月～12月期）

当期実績
（1月～3月期）

借入予定
（4月～6月期）

35.6%

33.3%

35.6%

64.4%

66.7%

64.4%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●借入金 借入した 借入しない

　1位は「同業者間の競争の激化」（26.7％）で、2位は「利幅の縮小」（15.6％）、3位には「売上の停滞・減少」（14.4％）、同3位
には「商品物件の不足」（14.4％）が続いています。

経営上の問題点

●経営上の問題点

15.6%

利幅の
縮小

26.7%

同業者間の
競争の激化

14.4%

売上の停滞
・減少

問題なし

3.3% 3.3%4.4%

人手不足 人件費以外の
経費の増加

5.6%

商品物件
の高騰

8.9%

大手企業との
競争の激化

14.4%

商品物件
の不足

1.1%

人件費の
増加

2.2%

代金回収の
悪化

0.0%

5.0%

30.0%

25.0%

15.0%

20.0%

10.0%

　1位は「情報力を強化する」（24.8％）、2位には「宣伝・広告を強化する」（19.8％）、3位には「経費を削減する」（18.8％）の回答
となっています。

当面の重点経営施策

●重点経営施策
24.8%

情報力を
強化する

18.8%

経費を
削減する

19.8%

宣伝・広告を
強化する

人材を
確保する

4.0% 3.0% 3.0%

新しい事業を
始める

10.9%

不動産の有効
活用を図る

13.9%

販路を
広げる

2.0%

提携先を
見つける

特になし
0.0%

15.0%

10.0%

5.0%

20.0%

30.0%

25.0%
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企業レポート

　有限会社共立アドスタジオは平成 4 年 4 月に東浦和にて
机一つで立ち上げをしました。当初は全国のダイエーのレジ
の天井飾り、青果売り場の装飾からスタートし、その後事
業を拡大し現地の東川口に移転しました。
　創業時の想いは「お客様と共に永続的に維持発展ができ
る会社をつくりたい」であり、それを実現する為に業界で必
要とされる会社でなければならないと確信しました。創業よ
り今日までさまざまな努力・苦労により多くの作品・商品を
手がけてきました。
　有限会社共立アドスタジオでは看板やサインに留まらず
あらゆる商業施設や業界全体であえて特化せず自社で全て
対応し、企画からデザイン、出力、製作から施行まで「ワン
ストップ」で進めています。受注価格を安くする事で、より
多くのお客様にメリット（付加価値）享受を目指しています。
単価や納期が厳しくて困っている方、施行での職人確保・
設備保有を考えていないお客様の受け皿となる企業となる
よう、最新鋭の設備導入を積極的に進めています。
　変化の激しい時代の中で社員一同が日々努力をおしまず、
景観条例や各種規制にコンサルティングも含め多くのデザイ
ン提案から施行に至るまでお客様のために最適なサービス
を提供できる企業を目指して日々一歩ずつ前進しています。

有限会社�共立アドスタジオ

設　　　立　　平成4年 4月
代表取締役　　中澤　信一
資　本　金　　300万円
従�業�員�数　　13名
本　　　店　　  川口市東川口4-24-3
　　　　　　　TEL.048-297-9655
　　　　　　　FAX.048-297-9656
Ｅ-m�a�i�l　　�k-as@.ne.jp
事�業�内�容　　  店舗装飾の企画、施工
　　　　　　　 展示会、イベント会場の製作

及び設営
　　　　　　　各種サイン関連の製作、施工
　　　　　　　 店舗、商業ブースに関わる什

器、備品等各ツールの作成
　　　　　　　 インクジェット出力、シルク

印刷、昇華転写、グラビア印刷、
捺染、カッティングシート

　　　　　　　装飾金物、懸垂幕装置
　　　　　　　木工全般
　　　　　　　 イルミネーション販売及び製

作施工

朝日支店長
東川口支店

住所　 川口市東川口3-7-5
TEL　048-295-8511
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※当金庫お取引先企業を順次ご紹介いたしております

　株式会社畑中製作所は、経済・社会構造の変化とともに、お
客様のニーズをキャッチし、幅広い分野で実績を築いています。
　お客様に満足していただくために、「より付加価値の高い商品
を提供すること」これが HATANAKA の理念であり、そのため
打ち合わせ・ご提案から納品に至るまですべての段階でクオリティ
の高さを維持できるように「品質管理」の徹底をされています。

３つの大きな特徴
1、操作性・メンテナンス性を重視した設計

各種装置を購入しても操作性・メンテナンス性が悪くては困
ります。弊社の設計思想はこの点をしっかり考えた上で設計
を追及されている。

2、設計・製作・装置まで一貫した責任施工
新生産設備の仕様検討、立ち上げ、製造上の問題点や改善
点の検討及び設備の反映
無人化・省力化

3、短期納期
弊社３３社の協力会社群構築により幅広いニーズに対応
他者と比べ大幅に納期の短縮が可能

主要取引先
（株）クボタ　　　　　納入品　搬入コンベアライン・各種製品
電気化学工業（株）　　納入品　光ファイバー製造ライン
ＩＨＩ運搬機械（株）　　納入品　立体駐車場
他、数十社取引先があります。

　今後とも従来より培った
技 術 経 験 を 活 かし 更 に
フィールドを拡張すると共
に現状に留まることなく進
化されています。
　当金庫とは、昭和５９年
に取引以来、長年に渡りお
取引頂いている企業先であ
ります。

株式会社�畑中製作所

創　　　業　　昭和53年 1 月
設　　　立　　昭和57年12月
代表取締役　　畑中　優
資　本　金　　1,000万円
従�業�員�数　　32名
本社・工場　　川口市赤井 2-4-41
　　　　　　　TEL.048-284-9188
　　　　　　　FAX.048-285-3359
事�業�内�容　　  自動省力装置専用機器の設計

製作
　　　　　　　各種金型設計製作
　　　　　　　各種装置部品の製作
　　　　　　　機械設備装置の撤去新設
　　　　　　　 パーキングシステム（機械式

駐車装置）・製作・据付・メ
ンテナンス

山内支店長
赤井支店

住所　 川口市赤井4-16-1
TEL　048-281-3711
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産学連携

かわしん経営塾
第１回北部地区「かわしん経営塾」開催

第４回寄付講座「創業の基礎」開講
～創業、第二創業を考えている方を支援致します～

　平成２６年４月１２日（土）に日本工業大学において公開講座、当金庫寄附講座「創業の基礎」が開講致しました。７
月１２日（土）まで隔週土曜日に７回開催されます。創業の基礎概要から資金調達、収支計画、事業のＳＷＯＴ分析、創
業マップ、創業計画まで基礎から学べます。かわしんは創業、第二創業をされる方を応援致しますので、お気軽に相談願
います。

　平成２６年３月１２日（水）、北浦和支店会議室において、北部地区１０店舗の若手経営者、後継者ら４３名の参加により
第１回北部地区「かわしん経営塾」セミナーを開催致しました。
　セミナーは、信金中央金庫　地域・中小企業研究所　上席主任研究員　鉢嶺実氏による「業況堅調企業の経営事例
に見る中小企業経営のヒント」と題した中小企業の目線に基づいた講義で、身近な経営事例であり若手経営者・後継者
の今後の会社経営に生かせる内容でありました。
　交流会において参加者同士の情報交換が行われ、参加者の多くの方から次回セミナーはいつ開催されるのかという問
い合わせ、早期開催の要望もあり実の在る第１回のセミナーとなりました。
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マッチング

　平成26年１月29日（水）、30日（木）の２日間、さいた
まスーパーアリーナにおいて国内最大級の展示会「彩の国
ビジネスアリーナ2014」が567社の参加、約16,600人の
来場者を得て盛大に開催されました。
　今年は、タイ、台湾の海外企業の参加もあり、国際色
豊かな祭典でありました。
　当金庫の取引先12社が出展し、商談に来られた企業は
平均53.8社、商談が出来たのは平均４．８社、今後に繋が
る企業に出会えたのは平均4.1社、今後の拡販による売り
上げ見込み金額は平均１６，１１７千円という成果がありまし
た。現在商談中という企業もあり、今後の進展が期待さ
れます。
　来年も同時期に開催を予定しておりますので、拡販・新
規開拓等に積極的に取り組まれている企業様は是非ご応
募ください。
　応募につきましては、支店の担当者又は地域産業支援
課（TEL：048－259－4111、担当：猪野・吉尾）までご
連絡願います。

「彩の国ビジネスアリーナ２０１４」開催
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キュポ・ラより望む　川口駅西口周辺

赤羽より　川口市内を望む


